
ＩＣＣＡ理事会日本で初開催国際化学工業協会協議会
化
学
品
安
全
管
理
を
徹
底
「
世
界
憲
章
」
の
改
訂
を
決
議

理事会ではレスポンシブル・
ケア世界憲章の改訂を議論

　
５
月

日
、
世
界

カ
国
・
地
域
以
上
の
化
学
業
界
団
体
が
加
盟
す
る
国
際
化
学

工
業
協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、
ク
ル
ト
・
ボ
ッ
ク
会
長

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
会
長

の
理

事
会
が
東
京
・
丸
の
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
行
わ
れ
た
。
ア
ジ
ア
で
の
開
催
は

初
め
て
。
世
界
を
代
表
す
る
化
学
企
業

社
の
ト
ッ
プ
が
世
界
の
化
学
産
業
界
が
抱

え
る
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
化
学
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
理
事
会
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
化
学
産
業
を
世
界

に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

化学は世紀に何を目指すべきか各国リーダーが意見交換

新
興
市
場
へ
も
導
入
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記
者
会
見
後
に
固
く

握
手
を
交
わ
す
ボ
ッ

ク
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
会
長
、

小
林
日
化
協
会
長
、

リ
バ
リ
ス
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

理
事

左
か
ら

　
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
重
要
な
活
動

の
一
つ
に
「
化
学
品
の
安
全

性
向
上
」
が
あ
る
。
化
学
品

は
安
全
に
使
っ
て
も
ら
っ
て

初
め
て
社
会
の
役
に
立
ち
、

業
界
の
発
展
も
持
続
可
能
と

な
る
か
ら
だ
。
自
主
的
を

活
動
の
基
本
と
し
た
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア
活
動
は
先

進
国
に
定
着
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

は
ア
フ
リ
カ
な
ど
新
興
市
場

へ
の
導
入
を
支
援
し
て
い

る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
・
ケ
ア
　
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｇ

」

の
ハ
ン
ス
・
ユ
ル
ゲ
ン
・
コ

ル
テ
議
長

ソ
ル
ベ
イ
副
社

長

は
「
活
動
が
企
業
価
値

を
高
め
て
い
る
」
と
評
価
す

る
。
実
際
の
成
果
と
し
て
労

働
事
故
は

年
か
ら
半
減

し
、
輸
送
時
の
事
故
も

％

減
っ
た
。
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
化
学

品
政
策
と
健
康
Ｌ
Ｇ
」
の
マ

ー
テ
ィ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
共
同

議
長

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
副
社
長

は
「
化
学
品
を
安
全
に
取
り

扱
う
に
は
化
学
メ
ー
カ
ー
だ

け
で
は
不
十
分
。
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
で
や
る
こ
と
が
大

切
」
と
強
調
す
る
。

　
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に

安
全
な
使
い
方
を
広
げ
る

た
め
リ
ス
ク
管
理
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
化
学
品
に
強

い
有
害
性
が
な
く
て
も
、
使

わ
れ
方
に
よ
っ
て
は
健
康
被

害
な
ど
の
リ
ス
ク
が
生
じ

る
。
化
学
品
の
購
入
先
で
の

加
工
方
法
な
ど
の
情
報
を
集

め
、
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
い
う
の
が
プ
ロ
ダ
ク

ト
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
・
シ
ッ
プ

だ
。
「
化
学
品
政
策
と
健
康

Ｌ
Ｇ
」
の
マ
イ
ク
・
ウ
ィ
ッ

ト
共
同
議
長

ダ
ウ
・
ケ
ミ

カ
ル
　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

は
自
社
の
例
と

し
て
「
生
産
や
輸
送
な
ど
各

部
門
担
当
者
が
リ
ス
ク
を
話

し
合
う
場
が
あ
る
」
と
紹
介

す
る
。

　
気
候
変
動
問
題
の
緩
和
へ

の
貢
献
も
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
重
要

な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
断

熱
材
は
空
調
の
運
転
に
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
。
炭

素
繊
維
な
ど
の
軽
量
素
材
は

自
動
車
や
航
空
機
の
燃
費
を

改
善
す
る
。
日
化
協
は
化
学

製
品
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減

の
効
果
を
評
価
す
る
「
ｃ
Ｌ

Ｃ
Ａ
」
の
普
及
に
取
り
組

む
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
気
候

変
動
Ｌ
Ｇ
」
の
大
塚
重
徳
議

長

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
顧

問

は
「
化
学
品
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
改
善
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
各
国
の
活
動
に

落
と
し
込
み
た
い
」
と
意
欲

的
だ
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
後
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
化
学
は

世
紀
に
何
を
目

指
す
べ
き
か
」
が
開
催
さ
れ

た
。
基
調
講
演
に
野
依
良
治

理
化
学
研
究
所
理
事
長
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
ク
ル
ト
・
ボ

ッ
ク
会
長
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ

ル
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
リ
バ

リ
ス
社
長
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

Ｈ
Ｄ
の
小
林
喜
光
社
長
、
サ

ビ
ッ
ク
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア

ル
マ
デ
ィ
副
会
長
、
タ
イ
石

油
公
社
の
パ
イ
リ
ン
・
チ
ュ

ー
チ
ョ
ー
タ
ー
ウ
ォ
ン
総
裁

が
壇
上
に
上
が
っ
た
。
リ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
ズ
の
ニ
キ
ル
・
メ
ス
ワ
ニ

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
は
録
画
映
像
で
コ
メ
ン

ト
し
た
。
化
学
業
界
の
ト
ッ

プ
が
化
学
産
業
の
も
た
ら
す

未
来
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

◇
◆
◇

　
野
依
氏
は
化
学
が
社
会
に

貢
献
し
た
実
績
と
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
に
つ
い

て
紹
介
。
ま
た
、
若
い
世
代

に
対
し
「
人
は
一
人
で
は
歩

め
な
い
。

世
紀
は
国
際
協

力
が
必
要
で
、
世
界
は
一
つ

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
写
真
下
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

写
真
上

で
は
モ
デ
レ

ー
タ
ー
の
東
京
理
科
大
学
の

伊
丹
敬
之
教
授
が
「
各
社
の

成
長
戦
略
に
お
け
る
障
害
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
化
学

業
界
全
体
で
ど
の
よ
う
な
協

力
が
で
き
る
か
」
と
問
い
、

ボ
ッ
ク
氏
は
「
安
全
と
規
制

は
一
国
の
問
題
で
は
な
い
。

事
故
ゼ
ロ
の
実
績
を
つ
く
る

こ
と
は
企
業
の
果
た
す
べ
き

役
割
」
と
強
調
し
た
。

　
リ
バ
リ
ス
氏
は
「
化
学
業

界
は
、
技
術
は
持
っ
て
い
る

が
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
失
っ
た
。

化
学
の
力
を
伝
え
て
ま
わ
る

伝
道
師

従
業
員

を
増
や

し
、
世
界
中
に
広
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
、
小
林
氏
は

「
業
界
に
対
す
る
国
民
の
認

識
を
強
め
、
ま
た

専
門
の
人
材
育

成
、
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
に
も
業
界

全
体
と
し
て
教
育

に
投
資
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
化

学
が
社
会
に
も
た

ら
す
貢
献
へ
の
理
解
と
人
材

育
成
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
ア
ル
マ
デ
ィ
氏
は
「
原
材

料
・
技
術
で
協
力
す
る
余
地

が
あ
る
」
と
協
力
範
囲
の
拡

大
に
期
待
す
る
。
パ
イ
リ
ン

氏
は
「
資
源
を
極
力
使
わ
な

い
循
環
経
済
を
新
た
な
目
標

と
し
、
強
調
・
協
力
を
行
っ

て
い
く
」
と
化
学
業
界
に
求

め
ら
れ
る
活
動
を
説
明
。
メ

ス
ワ
ニ
氏
は
「
途
上
国
は
短

期
的
に
は
少
し
の
妥
協
を
許

し
、
長
期
的
に
全
て
の
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
く
。
こ

れ
を
認
識
し
、
関
税
・
非
関

税
障
壁
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
」
と
途
上
国
の
成
長
に
伴

う
課
題
へ
の
考
え
を
明
確
に

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
で
は
、

地
球
の
持
続
可
能
性
に
貢
献

す
る
化
学
業
界
の
自
主
活
動

「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア

世
界
憲
章
」
の
改
訂
を
議
論

し
た
。
同
憲
章
は
２
０
０
６

年
に
ド
バ
イ
で
開
か
れ
た
国

連
環
境
計
画

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

主
導
の
化
学
品
管
理
に
関
す

る
国
際
会
議
で
発
表
。
化
学

物
質
の
開
発
か
ら
製
造
・
物

流
・
使
用
・
最
終
消
費
を
経

て
廃
棄
に
至
る
全
て
の
過
程

で
健
康
・
環
境
に
配
慮
す
る

こ
と
を
経
営
方
針
で
公
約
す

る
目
的
だ
。

　
今
回
、
採
択
を
決
議
し
た

改
訂
版
は
地
球
の
持
続
可
能

性
へ
の
貢
献
に
重
点
を
置

き
、

化
学
製
品
の
安
全
管

理
を
支
え
る
社
内
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
文
化
育
成

設
備
や

製
品
の
安
全
性
を
高
め
人
々

の
安
全
と
環
境
確
保

化
学

品
管
理
シ
ス
テ
ム
強
化

ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
安

全
管
理
推
進
働
き
か
け

ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
わ

り
強
化

革
新
的
技
術
開
発

な
ど
で
持
続
可
能
性
に
貢
献

―
の
６
章
で
構
成
。
こ
の
実

施
を
約
束
さ
せ
る
た
め
、

年
初
頭
ま
で
に
世
界
の
化
学

企
業
１
５
０
社
の
経
営
者
の

署
名
を
目
指
す
。

　
同
日
、
日
本
化
学
工
業
協

会

日
化
協

の
新
会
長
に

就
任
し
た
小
林
喜
光
氏

三

菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

Ｈ
Ｄ

社
長

は
改

訂
の
狙
い
を
「
化
学
企
業
が

自
社
製
品
の
リ
ス
ク
評
価
を

行
い
、
適
正
管
理
す
る
自
主

活
動

グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
組
み
入

れ
、
用
語
を
見
直
す
こ
と
で

趣
旨
を
簡
潔
に
説
明
し
た
」

と
す
る
。

　
化
学
品
生
産
設
備
の
増
強

が
相
次
ぐ
中
国
な
ど
新
興
国

を
対
象
に
、
化
学
品
リ
ス
ク

評
価
体
制
を
強
化
し
て
い
く

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ

基
礎
能
力
向
上

活

動
も
議
論
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

は

年
、
ア
ジ
ア
と

東
欧
、
南
米
で
Ｇ
Ｐ

Ｓ
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を

回
開

催
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
原
則

を
実
行
す
る
化
学
企

業
は
１
０
０
社
超
、

各
国
の
化
学
業
界
団

体
の
参
加
は

以
上

に
達
し
て
い
る
。

　
新
興
国
で
持
続
可

能
性
へ
の
貢
献
を
育

成
す
る
に
は
、
環
境
に
優
し

い
生
産
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を

推
進
す
る
知
識
・
技
術
レ
ベ

ル
の
協
力
は
不
可
欠
。
こ
う

し
た
協
力
を
続
け
る
こ
と

が
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
健

全
な
化
学
品
管
理
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
す
る
た
め
の
重
要

課
題
に
な
り
そ
う
だ
。


